○ ○ ○ 区 規 約

第１章　　総　　則

（目的）

第1条 本会は、良好な地域社会の維持と形成のため、民主的な運営の下に次の号に掲げ

　る地域的な協同活動を行うことを目的とする。

（1） 区域内環境の整備

（2） 集会施設の維持管理

（3） 会員相互の連絡・親睦

（4） その他○○○区の目的達成に必要な事項

（名称）

第2条 本会は、○○○と称する。

（区域）

第3条 本会は、会津坂下町大字○○○及び○○○の区域とする。

（事務所）

第4条 本会は、会津坂下町大字○○○に置く。

第２章　　会　　員

(会員の資格)

第5条 本会の会員は、第３条に定める区域に住所を有するすべての個人がなることがで

きる。

２　本会は、その加入によって、その目的及び活動が著しく阻害されることがあきらかで

　あると認められ、その者の加入を拒否することが社会通念上、あるいは前項の趣旨から

客観的に妥当であると認められる場合等の正当な理由なくして、区域に住所を有する個

人の加入を拒むことはできない。

３　第３条に定める区域に事業所等を有する法人等は、本会の賛助会員になることができ

る。

（会費）

第6条 会員は、総会において別に定める会費を納入しなければならない。

（退会）

第7条 会員は、退会しようとする場合は区長に届け出なければならない。

２　会員が死亡又は住所を別の地に定めた場合は退会したものとみなす。

　第３章　　役　　員

（種別及び選任）

第8条 本会に次の役員を置く。

（1） 区長　　　　　　　　○名

（2） 区長代理　　　　　　○名

（3） 会計　　　　　　　　○名

（4） 総代　　　　　　　　○名

（5） 監事　　　　　　　　○名

２　前項の役員は総会において選任する。

３　庶務は、総代の中から区長が指名する。

４　監事とその他役員は相互に兼務することはできない。

（職務）

第９条　区長は、本会を代表し会務を統括する。

２　区長代理は、区長を補佐する。なお、区長に事故ある時はその職務を代行する。

３　会計は本会の会計を担当する。

４　庶務は本会の庶務を担当し、総代は区長の命を受け本会の業務を執行する。

５　監事は、次の職務を行う。

（1） 本会の財産の状況を監査する。

（2） 役員の業務執行の状況を監査する。

（3） 財産の状況又は業務執行について不正な事実を発見した時は、これを総会に報

告すること。

（4） 前号の報告をするたに、必要があるときは総会の招集を請求し又は招集すること。
（任期）

第10条　役員の任期は１年とする。ただし、補欠によって就任した役員の任期は前任者の

　残任期間とする。

２　役員は、再任されることを妨げない。

３　役員は、就任した場合又は任期満了の場合においてもその後任者の就任があるまでは

　職務を執行しなければならない。

（解任）

第11条　役員は、総会において会員の４分の３以上の決議によりこれを解任することがで

　きる。

　第４章　　総　　会

（構成）

第12条　総会は、会員を持って構成する。

（種別）

第13条　本会の総会は、通常総会及び臨時総会の２種とする。

（開催）

第14条　通常総会は、毎年１２月に開催する。

２　臨時総会は、区長が必要と認めたとき、会員の５分の１以上から会議の目的たる事項

　を示して請求があったとき、また監事から第９条第４項第４号の規定による請求があっ

たときに開催する。

（招集）

第15条　総会は、区長が招集する。

２　総会を招集するときは、会員に対し会議の目的たる事項及びその内容並びに日時及び

　場所を示して、開催の５日前までに文書をもって通知しなければならない。

（議長）

第16条 総会の議長は、その総会に出席した会員の中から選任する。

（定足数）

第17条　総会は、会員の２分の１以上の出席がなければ開会することができない。

（議決及び特別の議決）

第18条　総会の議決は、この規定に定めるもののほか、総会に出席した会員の過半数をも

ってこれを決し、可否同数のときは議長の決するところによる。この場合において議長

は、会員として議決に加わる権利を有しない。

２　会員の表決権は平等であるものとし、不当な取り扱いをすることはできない。

３　世帯単位で活動し意思決定をおこなっていることが、沿革的にも実態的にも地域社会

　において是認され、このことが合理的であると認められる事項について、定足数及び議決について、１世帯につき会員が所属する世帯の構成員数分の１票として取り扱うこと

　ができる。この場合においても、世帯の構成員は会員としての議決権を行使することが

　できる。

４　次に掲げる事項は、第１項にかかわらず、会員の半数以上が出席し、その３分の２以

上の賛成による総会の議決を必要とする。

（1） 重要な資産の得喪及び契約に関する事項

（書面表決等）

第19条　やむを得ない理由により総会に出席できない会員は、あらかじめ通知された事項

について、書面をもって表決し、又は他の会員を代理人として表決を委任することがで

きる。この場合において前２条の規定の適用についてはその会員は出席したものとみな

す。

（機能）

第20条　総会は、この規定に別に定めるものの他、本会の運営に関する重要事項を決議す

る。

(1) 事業計画及び収支予算

(2) 事業報告及び収支決算

(3) その他本会の運営に関する重要な事項

（議事録等）

第21条　総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。

（1） 日時及び場所

（2） 会員の現在数及び出席数

（3） 審議事項及び議決事項

（4） 議事の経過の概要及びその結果

（5） 議事録署名人の選任に関する事項

２　議事録には、出席した会員の中からその会議において選任された議事録署名人２名以

上が議長とともに署名及び押印しなければならない。

第5章 役　員　会

（構成）

第22条　役員会は、役員（監事を除く。以下この章において同じ）をもって構成する。

（開催）

第23条 役員会は、区長が必要と認めたとき、または役員の２分の１以上から会議の目的

　たる事項を示して請求があったときに開催する。

（招集）

第24条　役員会は、区長が招集する。

２　役員会を招集するときは、役員に対し会議の目的たる事項及びその内容並びに日時及

び場所を示して、通知しなければならない。

（議長）

第25条　役員会の議長は、区長がこれに当る。

（権能）

第26条　役員会は、この規定に別に定めるものの他、次の事項を決議する。

　（１）　総会に付議すべき事項

　（２）　総会の決した事項の執行に関する事項

　（３）　その他総会決議を要しない会務の執行に関する事項

（準用規定）

第27条　役員会には、第17条から第19条並びに第21条までの規定を準用する。この場

合において、これらの規約中｢総会｣を｢役員会｣、｢会員｣を｢役員｣と読み替えるものとす

る。

第6章 資産及び会計

（資産及び収入）

第28条　本会の資産は、次に掲げるものをもって構成する。

（1） 別紙財産目録記載の財産

（2） 会費

（3） 寄付金品

（4） 事業に伴う収入

（5） 資産から生ずる収入

（6） その他の収入

（資産の管理)

第29条　資産は、区長が管理しその方法は役員会の決議によって定める。

（経費の弁済）

第30条　本会の経費は、資産をもって支弁する。

（会計年度）

第31条　本会の会計年度は、毎年４月１日より翌年３月３１日までの１期とする。

（予算及び決算）

第32条　本会の予算及び決算は、毎会計年度開始直後の総会で事業計画を定め、決算は毎

　会計年度終了後その年度末の財産目録とともに監事の監査を経て会計年度終了直後の総

会の承認を得なければならない。

第７章　　規約の変更及び解散

（規約の変更）

第33条　この規約は、総会において会員の４分の３以上の同意を得、会津坂下町長の認可

　を受けなければ変更することができない。

（解散及び残余財産の処分）

第34条　本会は、地方自治法第２６０条の２第１５項において準用する民法第６８条第１

　項第３号及び第４号並びに第２項の規定により解散する。

２　総会の決議に基づいて解散する場合は、会員の４分の３以上の同意を得なければなら

ない。

３　解散に伴う残余財産の処分は、総会において会員の４分の３以上の同意を得て、会津坂下町長に届けた後、区長が総会の議決を経て定めた者に帰属する。

　第８章　　雑　　則

（備付帳簿及び書面）

第35条　本会の事務所には、次の帳簿及び書面を備えておかなければならない。

（1） 規約

（2） 構成員名簿

（3） 役員名簿

（4） 許可及び登録簿に関する書類

（5） 総会及び役員会の議事録

（6） 収支に関する帳簿及び証拠書類

（7） 財産目録その他の資産の状況を示す書類

（8） その他必要な帳簿及び書類

２　会員は、何時においても前項の帳簿並びに書類の閲覧を請求することができる。

（委任）

第36条 この規約の施行に関し必要な事項は、役員会の決議により別に定める。

　　附　　則

１　この規約は、の設立の認可をもって施行する。

２　本会の設立当初の役員の任期は10条の規定にかかわらず、令和○○年○○月○○日

までとする。

